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　園庭に設置されている遊具では、毎日子どもたちが元気いっぱいに遊んでいます。
　　乳幼児期から幼児期にかけて、遊具で遊ぶことは子どもたちの身体能力の成長を育むだけでなく
　　ちょっとした冒険心や、「やってみよう」というチャレンジ精神を醸成していきます。
　　また、遊具で遊ぶ時の、集団行動での順番待ちや譲り合いなどを通して、成長の過程で大切な
　　コミュニケーション能力を身に付けて行く、大切な機会を得るのです。

　そんな遊具ですが、遊具メーカーは製造にあたり、遊具の安全規準に則した、十分な耐久性を
　備えた製品づくりを行っています。
　しかしながら、元気な子どもたちが遊んでいる分の負荷、近年の異常な気候の影響などを
　毎日受けて、遊具は少しづつ傷ついていきます。
　その傷を「劣化」といいますが、「劣化」は表面だけでなく見えない部分にも広がっている場合が
　あります。その「劣化」をそのまま放置しておくと、ある日突然に異常をきたし破損やひどい場合は　　　
　遊具の崩壊につながる場合があり、使用者に大きな影響を及ぼします。

　　この「園庭遊具の日常点検シート」は、ご使用中の園庭遊具について異常等の察知を喚起するための　　　
　　ツールです。
　　遊具の管理者様に於いての、危険レベルの判断や、使用継続の可否についての判断を決定する為の
　　ものではありませんが、長い期間ご使用されている遊具は、表面上はきれいに見えても見えない部分で　　
　　経年の劣化がある場合も多く、急な破損が発生する場合があることは先に述べた通りです。
　　この「園庭遊具の日常点検シート」は、見える部分だけでなく。見えない部分の異常の可能性がある　　　
　　異音やガタツキなどを耳や眼、触感で感知する手段も掲載しています。
　　このシートを活用して、気になる事や異常らしきものを察知した場合や不明なことがある場合は
　　一旦速やかにご使用を停止して、販売店の貴園担当者にご連絡をお願い致します。

　なによりも、子どもたちの安全のために、「危険に気づく力」を醸成し園庭遊具を快適に使用するために　
　是非、この点検マニュアルをご活用いただき、子どもたちを痛ましい事故やケガから守っていただきたい　
　という思いです。

株式会社フレーベル館

１・日常点検シートの目的と役割



Point
可動部の吊り金具や

チェーンは消耗部品です

毎日の点検で、適切な

メンテナンスをしましょう
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Point
可動部の回転軸は最も

負荷のかかる部分です。

使用前点検で、異常などを

チェックして下さい。

イラスト　©きたむらあかね



Point
FRPの遊具は、使用頻度

により削れたり、劣化で

割れたりする事があるので

注意が必要です。
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Point
すべり台はケガなどの

報告が最も多い遊具です、

毎日の点検と共に適切な

見守りが必要です。
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2ｍ
以下

Point
鉄製の遊具は、設置環境に

よっては、錆などが発生

する場合があります。

使用前点検が大事です。
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2ｍ
以下
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Point
鉄製の遊具は、濡れたり

すると滑りやすくなります。

使用前点検で水濡れなどを

チェックしましょう。



Point
FRP製の遊具は劣化で

塗装下の素地が現れる

場合があります。適切な

メンテナンスが必要です。
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Point

Point
大型の複合遊具は、細部の

異常を見落としがちです

ポイントを押さえた

日常点検をしましょう！
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※「園庭遊具の日常点検シート」に記載の数値や安全性に関する事項等は、規準への準拠を含めて以下に示す規準書を参考にしてフレーベル館の考えを加え構成しました。
出典：遊具の安全に関する規準 (JPFA-SP-S:2024)  ー（一般社団法人）日本公園施設業協会
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